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well-being roaster

取扱説明書

well-being roaster

お買い上げいただき、ありがとうございます。
ご使用になる前に、この「取 扱説明書」をお読みになり、正しくお使いください。
特に「安全上のご注意」は必ずお読みください。
お読みになったあとは、大切に保管してください。

 
ザイグルグリル

MODEL No:

ザイグル公式ホームページ　　http://zaigle.co.jp/

MA No,003 

JAPAN-ZAIGLE
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　警告

コードや差込みプラグが傷んでいた
り、コンセントの差込みがゆるいと
きには使用しない
※感電・ショート・発火の原因にな
ります。

●

差込みプラグ
コンセント

電源コード

禁止

※イラストと現品は形状が異なる事があります

電源コードを無理に曲げたり、引っ
張ったり、ねじったり、束ねたり、
高温部に近づけたり、重い物をのせ
たり、はさみこんだり、加工しない
※コードが破損し火災・感電の原因
となります。

禁止

必ず実施

差込みプラグはコンセントの奥まで
しっかり差し込む
※感電・ショート・発火の原因にな
ります。

必ず実施

定格15A以上のコンセントを単独
で使う
※他の器具と併用すると、コンセン
トが異常加熱し発火することがあり
ます。

火気厳禁

製品の周辺にストーブなどの火気や
熱を発する物をおかない、また、こ
のようなもののそばにおかない
※プラスチック部が溶けたり、発火
して火災の原因になります。

3 4

禁止

燃えやすいものの近くや、
燃えやすい敷物の上、壁
や家具の近く、熱に弱い
材質のものの上では使用
しない
※変色や跡がついたり火
災・発火の原因になります。

ビニール製などの熱に弱い
テーブルクロスの上

たたみ・じゅうたん
などの上

カーテンなどの
近く

禁止

不安定な場所、本体を水平に置くこ
とができない場所で使用しない。
※やけど・けが・火災をまねくおそ
れがあります。

禁止

使用中ヒータを直視したり、プレー
トを長時間見続けない、
※目を害するおそれがあります。ヒ
ーターが直接見えない位置で使用し
てください。

禁止

ラップやアルミホイルは使用しない
※ラップが焦げ、発火・火災・やけ
どのおそれがあります、アルミホイ
ルは光線（熱）を反射し思わぬ方向
を加熱し、火災・やけど・目を害す
るおそれがあります。

禁止

フードをおおうようにタオルや布などをかけて
使用しない。
※タオルや布などの発火、製品の故障の原因と
なります。

フード
熱くなります

放熱部
熱くなります

▼▼ ▼

アルミホイル
使用禁止

反射

　警告

必ず実施

故障時や・異常を感じた場合は直ちに使用を中止し、差込みプラグを
コンセントから抜く

※そのまま使用すると、発煙・発火・感電・ケガに至るおそれがあります。
（異常・故障の例）
●製品にひび・割れ・がたつき・ゆるみ、がある　●焦げ臭い匂いがする
●火花が見えた●ピリピリと電気を感じる　●コードを動かすと通電したりしなかった
りする●電源コードに傷、ひび割れがある　など

このような場合は、すぐに差込みプラグをコンセントから抜いて、販売店、または
お客様サポートセンターへ修理を依頼する。

とくにバター・マーガリン・ラード・マヨネーズなど油脂類が多く使われてい
る食品や水分が少ない食品、加熱により乾いてしまう食品、またはこれらが組
み合された食品を、フードに近い状態で強く加熱すると焦げやすく発煙・発火
する場合があります。加熱の際には、焦げないようにフードと調理物の間隔を
充分にあけ過度の加熱はさけてください。
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　※万一発煙・発火した場合はすぐにヒーターを消灯させ
　　　　　　　　　　　調理物を製品よりとり出してください、また調理中は絶
　　　　　　　　　　　対に製品のそばから離れないようにしてください。

日本酒・焼酎・ワイン・ブランデー・ウイスキー等のアルコール類を加熱したり多量に
食品に含ませて加熱したり、調理中に調理物や製品に振りかけたりしないこと。アルコ
ールが発火する場合があり大変危険です。
※ヤケドや火災、本体の損傷をまねく恐れがあります。禁止

　

　　

調理方法
に注意！

▼

高さ調整取っ手

フード▼

▼

焦げやすい食品は焦げないようフードを高くするか
大きな食材は切るなどして小さくする。

禁止

製品のそばにスプレー缶やガスボンベやガスライター等、可燃性ガスや溶剤等、引火、
爆発の危険性があるものや、密閉容器を置かない。また、これらのものの近くで使用
しないこと。
※爆発、引火により火災やケガの原因になります。

フード（ヒーターガード）と調理物が接触している状態や調理物が焦げたり油
はねが多量に発生するフード高さでの調理禁止。
※調理物が発煙・発火する場合があり、故障や火災をまねくおそれがあります。

※電源ｺｰﾄﾞが破損した場合、ｺｰﾄﾞの交換は危険を防止するために、製造業者若しく
はその代理店又は同等の有資格者によって行うこと。

※テーブルや壁の材質、塗りの材質によっては、熱と光の影響により変色や変形をおこしたり跡が付く恐れがあります



　注意

本体は表面が非常に熱くなるので絶
対にさわらない、とくにヒーターガ
ード、フード、遮熱板、プレートは
使用後冷えるまでしばらくは触らな
いこと、
※やけどのおそれがあります。

接触禁止

必ず実施

電源コードを抜く際には、差込みプ
ラグを持って抜く
※感電のおそれ、ショートして発火
・やけどのおそれがあります。

禁止

缶詰や瓶詰めなど密閉容器にはいっ
た物を加熱しない
※破裂や過熱によりやけど・けが・
故障の原因になります。

フードを下げたまま調理し続けない
必要以上の加熱はしない
※水分・油分がはじけ、やけどをす
るおそれがあります。必要以上の加
熱は故障や火災の原因になります

油受け皿をきちんと奥までいれて使
用する
※本体内、外部に食材からでた油分
や水分がもれます必ず実施

使用中および使用後製品が冷めるま
では、製品のそばから離れない
※ケガや思わぬ事故をまねくおそれ
があります。

禁止

禁止

禁止

禁止

使用中や使用後しばらく熱いとき
は、本体を移動したり油受け皿を
取り出さない。
※やけどケガのおそれがあります

油受け皿に内容物を2/3以上ため
ない
※内容物があふれると製品やテー
ブルを汚損するおそれがあります

金属製のへらなどの硬い調理具や
鋭利な調理具、金属タワシなどで
プレートをこすらない
※プレート表面加工の傷、はがれ
の原因になります。必ず実施

65

必ず実施

肉魚の皮や膜のある食品、加熱によ
り膜を張るような食品（卵など）は
加熱前や調理中に弾けないよう切れ
目や穴を開けて下さい。
※やけど・けがのおそれがあります。

接触禁止

フード

　ヒーターガード
（ステンレス網）

遮熱板
（フード内側　金属製）

本体が冷えている場合でも、遮熱板とヒー
ターガード内部には触らない。
※遮熱板のフチでケガをしたり、ヒーター
ガード内の部品の変形や損傷により製品の
故障が発生する場合があります。

ヒーターガード内の部品は非常に曲がり
やすのでヒーターガード（ステンレス網）
の内側に指や道具を入れて掃除はしない
でください。
※フードのお手入れの際には遮熱板
のフチでのケガにご注意ください。禁止

必ず実施

焦げた調理物はすぐに取り除いて
ください。
※発煙・発火の原因になり、火災
やケガをまねくおそれがあります。

禁止

お手入れには、酸性やアルカリ性
の洗剤を使用しない。アルコール
やベンジン等溶剤を使用しない。
※フード内に入ると、アルミやス
チールを侵したり、ヒーターのガ
ラス管を侵すなどして故障や破損、
ケガの原因になります。
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より快適に使用するために

●両面加熱を有効につかう

ザイグルは上部ヒーターからの加熱とヒーターにより熱せられたプレートからの
加熱により、プレート上の調理物を両面から加熱することが可能となっておりま
すプレート側からの加熱を有効に使うには、プレートに予熱を与えてから調理を
開始し、複数個の調理物は適度に間隔をあけてならべて下さい。

※調理物と調理物の間隔が狭くなるほどヒーターが直接プレートを熱する面積が少なくな
るためプレートの温まりが悪くなり、プレート側からの加熱は弱くなります。

※ヒータ側からの加熱とプレート側からの加熱は均一ではありません、仕上がりを確認し
ながら、必要に応じて調理物の裏返しをおこなって下さい。

●ヒーターの構造を知る

ヒーターは構造上、金具部分は点灯いたしませ
ん。その部分の下は他の部分より調理物を加熱
しづらく、調理時間がかかったり加熱ムラが大
きくなる場合がありますのでヒーター点灯前に
金具の位置を確認し、調理はなるべく点灯する
部分の下で行なって下さい。

【参考調理時間】

※調理物がヒーター金具（点灯しない部分）の下にある場合、調理時間が異なる場合があります。

ヒーターの金具部分周辺は発熱しません ※図はわかりやすくするため
　ヒーターガードを一部省略
　しております。

調理時間は初回調理、単品の場合です、２回目以降はプレート温度等に差があり調理時間が異なる場合が
あります。また、室温、調理物の温度・質・量・置き方などによっても異なりますので、仕上がりを見な
がら適宜調節して下さい。また、裏返しは状況に応じおこなってください。

焼き肉（牛カルビ） 約70×30×厚み6ｍｍ　　　 あり 約4分３段

アジのひらき 全長約25ｃｍ/120ｇ　　　  あり 約７分２段

トースト（食パン） ６枚切（120ｇ） １枚 なし 片面につき約3分7段

厚揚げ 45×45×厚み20mm/50g 3個 あり 約5分(2＋2分)2段

コロッケ（あたため） 1個 あり 約5分(2＋2分)2段直径約100ｍｍ

1枚

３枚

予熱 フード高
 (下から）

調理時間参考サイズ　数量

   ■予熱ありのものは1分間の予熱時間を加算してあります。
　■（カッコ）内の時間は（おもて面＋うら面）の加熱時間となります。
　■調整ダイヤルは5での参考調理時間です。

フードを下から見る

ヒーターガード
（ステンレス網）
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●

●

●

お手入れと保管

お手入れの前には必ず差込みプラグをコンセントから抜く

油受け皿は調理後プレートと本体がさめてからプレートを取り外し、本体中心
の油が流れる溝を拭き掃除したあと、本体を移動する前に取り出す。
※油受け皿がついたまま本体を移動したり傾けると、油受け皿の内容物がこぼ
れ故障や周囲の汚損のおそれがあります。本体の溝の油を拭き取る前に油受け
皿を外すと溝の油が本体内に流れ込み、故障・汚損の可能性があります。

「プレート・ミニプレート」「油受け皿」は本体から取り外して水洗いができます。
　柔らかいスポンジと食器用洗剤を使用して洗浄後、よくすすいでください。

「本体」はぬれたタオルなどで拭きます。
本体中心の油が流れるミゾの汚れがひどい場合
は、湿らせたキッチンペーパー等をかぶせ、し
ばらく置き、汚れに十分に水分をしみこませて
から拭き取ってください。

●保管 保管は洗浄後よく乾かし、湿気やほこりをさけて保管して下さい。

※フッ素コーティングの損傷の原因になりますのでプレート・ミニプレートは金属製のタワ
シやヘラでこすらないで下さい。
※破損の原因になるのでヒーターガード内に鋭利な物を差し込まないで下さい。

禁止

本体は水洗いしないこと

必ず
実施

必ず
実施

禁止

お手入れ手順

①

プレートと
ミニプレート
をはずす

油が流れるミゾ

油受け皿はまだ引き出さない！
※溝の油が本体内に流れてしまい故障、汚損の原因になります。

電源プラグをコン
セントから抜き

②

※本体から取りはずす

←

フード

ヒーターガード
（ステンレス網）

　遮熱板
（フード内側　金属製）

ヒーターガード内の部品は非常に曲がりやすので、ヒーター
ガード内部の拭き掃除は避けてください。
※大きな異物や調理物のカス、燃えるもの等、調理に影響があ
る汚れがある場合は、使用せずお客様サポートセンターへご連
絡ください。

禁止

接触禁止

遮熱板のフチに触ると指を切る等ケガをする恐れがあります

※フードの下の掃除の際はご注意ください。

本体

油受け皿

ミニプレート

プレート



製　品　名
モデル番号
購　入　日

販売店印

ザイグルグリル
JAPAN-ZAIGLE

年　　　　月　　　　日

日本総代理店（株 ）ティ・ユー・エフ　お客様サポートセンター　0120-80-1961
　　受付時間 10:00～11:30 13:00～17:00 (土日祝日、当社指定休業日を除く）　

　受付時間外のご相談はＥメールにて承ります、ご返信は翌営業日以降となります。
E-mail　 custom@zaigle.co.jp

製品保証書

保証規定

※販売店発行 の
販売店名、販売
日購入商品 名
の記 載された
保証用書類 の
添付でも可

損傷
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困ったときは
まず下記をご確認下さい、それでも問題が解決しない場合や下記以外の症状や故障を感じ
た場合は、すぐに使用を止めお買い上げの販売店またはお客様サポートセンターへご相談
下さい。

ヒーターが点灯しない
・差込みプラグは正しくコンセントに入っていますか？
・温度調整中の消灯の場合があります、調整ダイヤルを右にとまるまで回
　し数分以内に点灯すれば正常です。

調理物が加熱されるのが
遅く感じる

・調理開始時はダイヤルを5にしてください。
（数字が小さいほど早めにヒーターが消灯・点灯を繰り返し始めます）

・プレートに予熱(3～5分)を与えてみて下さい。
（予熱なしでも調理は開始出来ます）

・フードを下げてみてください。
（フードが食材に近くなるほど強い加熱になります、焦げや油ハネが発
　生する場合は少し上げてください）

・ヒーター金具の下（10ページ参照）をさけて調理物をおき、プレート
　の中心付近を主に使って調理してみてください。

・15A（1500W）のコンセントを単独で使ってください。
　※他の機器と併用するとザイグルのヒーターが暗くなります
　※コンセントが加熱発火する場合があり危険です。

ヒーターから煙の様なも
のが出たりにおいがする

・ご購入後初期の使用ではヒーターが安定するまでこのような現象が起こ
　る事がありますがしばらくするとおさまります。

・ヒーターランプ周辺のほこりや湿気により発生する場合があります。こ
　の場合数分でおさまります。

調整ダイヤルを回して点
灯が始まる位置や時間が
違う

・温度調整にサーモスタットを使用しており温度で作動しますので、本体
　や調理物の温度によって変化します。また使用期間によってはズレが生
　じる場合もあります、数字はおおよその目安として使用してください。

負荷

■この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理をお約束するものです。したがって本書により
　 お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

へ

　ザイグルは上からの光を利用し食材を加熱するため、フライパン等での加熱調理
　と仕上がり方が異なり、調理物の表面の焼き色が余り見られない状態でも加熱が
　完了している場合があります。またヒーターの光により調理物の焼き色が見えず
　らい場合もありますので一時的にダイヤルでヒーターを消灯させると、すでに焼
　き色がついていることがわかる場合があります。
　

ポイント　焼き色について

焼き色つけや、強く加熱したい場合はフードを下げる
　※下げすぎによる焦げや煙の発生に注意してください。
　

高さ調整は必ずこの取っ手を使って行う
※他の部分は熱くなり危険なので触らない

差込プラグが熱くなる
・コンセントがゆるい場合は使用しない。プラグをきちんと差し込む。
　※ゆるいコンセントは発熱の原因になり危険です。

-
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